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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月26日(2016.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動条件が成立したことに基づいて複数のリールを回転させ、停止操作されたことに基
づいて回転中のリールを停止させる制御を実行可能な遊技機であって、
　前記始動条件が成立したことに基づいて、複数の役のなかからいずれかを選び出しうる
内部抽選を行う抽選手段と、
　前記内部抽選の結果に基づいて、遊技者に有利な特典ゲームを実行可能な特典ゲーム実
行手段と、
　前記特典ゲームとは別に用意された遊技者に有利な付加ゲームを実行可能な付加ゲーム
実行手段と、
　前記内部抽選の結果に基づいて複数の図柄の組み合わせからなる図柄態様がライン上に
表示される特定ライン領域と、該特定ライン領域とは別の領域である非特定ライン領域と
を有する表示領域と、
　前記内部抽選の結果及び前記停止操作に基づいて、前記特典ゲームが付与されるときに
は前記特定ライン領域に特典図柄態様が表示されるよう制御するとともに、前記付加ゲー
ムが付与されるときには前記非特定ライン領域に特定図柄が表示されるよう制御する表示
制御手段と、
　所定の可動体を有し、該可動体を前記表示領域の前方に進出させて、前記表示領域にお
ける表示の視認を妨げる演出を実行可能な可動演出実行手段と、
　を備え、
　前記可動演出実行手段は、
　前記可動体を前記表示領域の前方に進出させるにあたり、前記特定ライン領域の前方ま
で前記可動体を進出させずに該特定ライン領域の視認を維持しつつ、前記特定図柄につい
ては該特定図柄の前方まで前記可動体を進出させて視認を妨げる視認妨演出実行手段を有
し、
　前記視認妨演出実行手段は、
　前記特定ライン領域の視認を維持しつつ前記特定図柄の視認を妨げるべく実行される前
記可動体の進出を、前記特典ゲームの実行中に特定条件が成立したことに基づいて実行す
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る手段を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記始動条件は、遊技媒体の投入と所定の始動操作が行われたことに基づいて成立する
ものである
　請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記複数の役には、前記遊技媒体が投入されなくとも前記始動条件を成立させることが
可能なリプレイ役が含まれる
　請求項１または２に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記の従来の遊技機にあっては、興趣が低下するおそれがある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の目的は、こうした実情に鑑みて、興趣の低下を抑制することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１に係る遊技機は、始動条件が成立したことに基づいて複数のリールを回転させ
、停止操作されたことに基づいて回転中のリールを停止させる制御を実行可能な遊技機で
あって、前記始動条件が成立したことに基づいて、複数の役のなかからいずれかを選び出
しうる内部抽選を行う抽選手段と、前記内部抽選の結果に基づいて、遊技者に有利な特典
ゲームを実行可能な特典ゲーム実行手段と、前記特典ゲームとは別に用意された遊技者に
有利な付加ゲームを実行可能な付加ゲーム実行手段と、前記内部抽選の結果に基づいて複
数の図柄の組み合わせからなる図柄態様がライン上に表示される特定ライン領域と、該特
定ライン領域とは別の領域である非特定ライン領域とを有する表示領域と、前記内部抽選
の結果及び前記停止操作に基づいて、前記特典ゲームが付与されるときには前記特定ライ
ン領域に特典図柄態様が表示されるよう制御するとともに、前記付加ゲームが付与される
ときには前記非特定ライン領域に特定図柄が表示されるよう制御する表示制御手段と、所
定の可動体を有し、該可動体を前記表示領域の前方に進出させて、前記表示領域における
表示の視認を妨げる演出を実行可能な可動演出実行手段と、を備え、前記可動演出実行手
段は、前記可動体を前記表示領域の前方に進出させるにあたり、前記特定ライン領域の前
方まで前記可動体を進出させずに該特定ライン領域の視認を維持しつつ、前記特定図柄に
ついては該特定図柄の前方まで前記可動体を進出させて視認を妨げる視認妨演出実行手段
を有し、前記視認妨演出実行手段は、前記特定ライン領域の視認を維持しつつ前記特定図
柄の視認を妨げるべく実行される前記可動体の進出を、前記特典ゲームの実行中に特定条
件が成立したことに基づいて実行する手段を有することを特徴とする。
　請求項２に係る遊技機は、請求項１において、前記始動条件は、遊技媒体の投入と所定
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の始動操作が行われたことに基づいて成立するものである。
　請求項３に係る遊技機は、請求項１または２において、前記複数の役には、前記遊技媒
体が投入されなくとも前記始動条件を成立させることが可能なリプレイ役が含まれるもの
である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　このように、本発明は、興趣の低下を抑制することができる。
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